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未来の学術振興構想(2023)
• 本文 80ページ 2023年９月発行

• １８４の中長期研究戦略を
• １９のグランドビジョンにまとめた。

• 数学・数理科学はグランドビジョン⑪に10の中
長期研究戦略

• データサイエンス、統計分野で グランドビジョン
⑩に中長期研究戦略

• https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/
pdf/kohyo-25-t353-3.pdf

• https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/
kohyo-25-t353-3.html

https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-25-t353-3.html
https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-25-t353-3.html


未来の学術振興構想のイメージ

３ グランドビジョン 
(1) 総論 
本提言は、中長期的な視点に立つ
という観点から、今後20～30年
先を見据えて振興すべき学術を展
望している。 
未来の学術を考えるとき、個々の
学術のこれまでの発展の経緯に捉
らわれることなく、中長期的な視点、
学際的な視点、グローバルな視点
が重要であることは諭を俟たない。

全部で184の学術の中長期研究
戦略を19のグランドビジョンに
まとめた。



グランドビジョン一覧



GV ⑪ 数学・数理科学・量子情報科学が切り拓未来社会



数学・数理科学の先端研究を推進し、国際的競争力
の維持・強化し、科学技術イノベーションへ展開

Society 5.0を支える社会基盤としての数学連携プ
ラットフォームの構築および諸科学・産業との連携
強化

データサイエンスやAI技術の基盤となる研究の推進
と人材育成

すべての国民に数学、数理科学、データサイエンス、
AI、量子情報科学教育を普及

高い普遍性をもつ量子情報科学から派生する多種多
様な学問の体系化と先端研究の推進 

スピントロ二クス・量子情報学術研究基盤の構築、
「知の循環」を目指す連携ネットワークの構築 

光行列演算措置の開発

数学・数理科学・データサイエン
ス・AI・量子情報科学分野の
普及および高度人材育成

•量子情報科学
関連先端研究•数学・数理科学

の先端研究

•超高度情報化社
会の技術基盤構
築

•諸科学・産業界
からフィード
バックとイノ
ベーション創出

数学連携プラッ
トフォーム

AI・セキュリテ
イ・材料・エネル

ギー・創薬

量子コンピュー
タ等の量子情報

技術

代数学・幾何学・
解析学・確率・統
計学・離散数学

数学、数理科学、量子情報科学が切り拓く未来社会



GV ⑪ 数学・数理科学・量子情報科学が切り拓未来社会



ｘ

GV⑩ データ基盤と利活用による学術界の再構築

ＧＶ ⑥、⑩

ＧＶ ⑩、⑪

ＧＶ ⑩、⑪



学術会議の数学・数理科学についての過去の主な提言

 統計数理研究所 1944年設立： 1943年の学術研究会議の建議に基づき、文部省直轄の
研究所として創設（東京都台東区上野の帝国学士院の一部を借用）

 数理解析研究所 1963年設立： 共同利用研究所 学術会議の第４期（1957—59)で審
議され、1958年4月に海洋総合研究所、数理解析研究所が総会の議を経て国に設立を要望した。

 2010年 学術からの提言 報告 数理科学分野の展望
（楠岡委員長）https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-h-3-2.pdf

• 2016年 数学・数理科学を活用した異分野融合研究の動向調査報告書
（平成27年度科学技術調査資料作成委託事業）（東北大学知の創出センター）

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/science/detail/__icsFiles/afieldfile/2016/04/06/1362851_07.pdf

 2017年 数理科学と他の科学分野や産業との連携の 基盤整備に向けた提言
 （坪井委員長）https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-t250-2.pdf

 2020年 第24期学術の大型研究計画に関するマスタープランに採択
数理科学の新展開と諸科学・産業との連携基盤構築
https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-t286-2-2-10.pdf

https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-h-3-2.pdf
https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-t250-2.pdf


最近の動向
2006年 「忘れられた科学ー数学」文部科学省科学技術政策研究所

JST CREST ：2008-2015(西浦), 2014-2019（坪井）, 2019-
2026（上田），JST さきがけ 2007-2012(西浦)，2014-2019(國府), 
2019-2024(坂上）が展開,  ACT-X (河原林）

文部科学省科学技術試験研究委託事業「数学アドバンストイノベーションプラットフォーム」（AIMaP: 
Advanced Innovation powered by Mathematics Platform, H29～R3年度）

2020年：「数学研究に関する国際比較 ー「忘れられた科学」か
らー」文部科学省 科学技術・学術政策研究所

2021年 数理活用産学連携イニシアティブ（経団連）
2022年 「2030年の数理科学に向けた数理科学の展開 -数理科学
への期待と重要課題-」文部科学省 研究振興局

 2023年 日本学術会議「未来の学術振興構想(2023)」

 2024年 新たな社会・産業の基盤となる予測・制御の科学





2030年に向けた数理科学の展開ー数理科学への期待と重要課題 文部科学省研究振興局

2019 大阪公立大学数学研究所



大学共同利用機関，
共同利用・共同研究拠点

認定年 設立 備考

統計数理研究所
大学共同
利用機関

1944
学術研究会議の発議により設置
大学共同利用機関法人情報・システム
研究機構

京都大学数理解析研究所 2010 1963
2018年度より「国際共同利用・共同
研究拠点」,  学術会議の要望により設
置

九州大学マス・フォア・
インダストリ研究所

2013 2011 日本発の産業数学研究所

明治大学先端数理科学イ
ンスチチュート

2014 2007 グローバルCOE(2008--2012)

大阪公立大学数学研究所 2019 2003 21世紀COE(2003-2008)

数学・数理科学関係の大学共同利用機関、共同利用・共同研究拠点



2023年3月14日学術会議シンポジュウム資料より



CRESTパンフレット23/24

CREST
採択課題 • AI分野の研究において、数学的に深い結果を用

いた論文がNeurIPS等のトップコンフェレンス複
数採択。 (河原、谷口、福水）

• AI、計算機科学分野における先進的な研究。
（末永、野津、カーン）

• ポスト量子暗号の国際的標準化に寄与。（高
木）

• 生物学、化学、言語学など他分野において数学を
活用する研究

（樺島、小林、田中）
• 先端医療分野、設計などの分野への数学・数理
科学応用。（杉山、李）

• データ科学へ向けた先端的確率統計学（吉田）

アドバイザー名 所属

穴井 宏和
（株）富士通研究所 人工知能研究所 シニ
アディレクター

岩田 覚
東京大学 大学院 情報理工学系研究科
教授

國府 寛司 京都大学 大学院 理学研究科 教授

小谷 元子
東北大学 材料科学高等研究所 主任研究
者・教授

齋藤 政彦
神戸大学 数理・データサイエンスセンター
センタ―長

佐伯 修
九州大学 マス・フォア・インダストリ研究所
所長・教授

田中 利幸 京都大学 大学院 情報学研究科 教授

田辺 隆人
（株）NTTデータ数理システム 数理計画部
部長

平田 典子 日本大学 理工学部 教授

2019年度採択 2020年度採択 2019年度採択

領域アドバイザー



https://www.mext.go.jp/content/20240315-mxt_chousei01-000034470_4.pdf



日本学術会議講堂にて、シンポジュウムを開催 (2023年３月１４日）



文科省研究振興局資料
2030年の数理科学に向けた数理科学の展開

-数理科学への期待と重要課題-

重要課題１ ビジョン共有型の基礎科学振興
重要課題２ 世界トップレベルの数理科学の探求拠点
重要課題３ 学際、異分野との連携
重要課題４ 社会との連携
重要課題５ 人材の育成 -人材育成の重層化-

• 上記の重要課題は、数学・数理科学のみならずすべての学術・産業の
発展、日本および世界の発展のために、重要な課題と考える。

• グランドビジョン⑪および⑩の数学・数理科学の研究戦略を、上記課
題と連携させ、各界と協働して実現する。

• 政策決定者に向けて、説得力のある提言を作成する必要がある。
• 国民の理解を得る努力も必須である。
• 欧米、東アジア、ASEAN, インド、アフリカ、ラテンアメリカなどとの国
際的協力も重要である。

• 人材育成・人材活用の仕組みも重要

今後の方向性



日本が
世界トップの研究拠点になるために

ICM2030の招致の可能性

ICM1990組織委員会の報告書



過去40年のICM
1986年 バークレー アメリカ合衆国 

1990年 京都 日本 

1994年 チューリッヒ スイス 

1998年 ベルリン ドイツ 

2002年 北京 中国 

2006年 マドリード スペイン 

2010年 ハイデラバード インド 

2014年 ソウル 韓国 

2018年 リオデジャネイロ ブラジル 

2022年 オンライン[注釈 1] 総会はヘルシンキ

2026年 フィラデルフィア アメリカ合衆国

2030年 ？ ？

ICM2030を日本へ招致する可能性を検討したい。



ICM2030を招致する理由

• 1900年からICMに参加
• ３名のフィールズ賞受賞者、ガウス賞、チャーン賞
• 11名の全体講演者、120名の招待講演者
• ICM1990を京都で開催（76か国3954名(日本：2329名、国外：1625名））
• 日本はレベル５（最上位国）拠出金は日本学術会議より支出
• 森重文総裁、中島啓総裁を輩出、過去IMU理事会には多数のメンバーを輩出
• 日本数学会, 日本応用数理学会は多くの会員を有している
• 2023 ICIAM TOKYOを開催（早稲田大学）

日本はIMUにおいて、大きな地位を占めてきた

• ICM90は、当時の若手研究者に大きな刺激となり、その後の日本の研究者の輩出につながっ
た。

• 日本が、世界トップクラスの数学研究の国際的拠点であり続ける必要がある。 その意志を明
確に示すには、ICM2030のホスト国になる事は重要なステップである。

• 欧米・東アジアの国だけでなく、アフリカやASEAN、インドなどの国々との関係強化が今後重
要。

• 開催地として、安全性などの面で日本は良い候補。



The U.S. hosted the ICM in 1986 in Berkeley, California and prior to that in 1950 in Cambridge,
Massachusetts. It is time for U.S. mathematicians to host their colleagues from around the
world and showcase their achievements and contributions to science, education, and
technology.
Math faculty at U.S. universities is truly international. The U.S. welcomes a diversity of cultures,
thoughts, and experiences. The 2026 ICM, in the tradition-rich city of Philadelphia, celebrating
the 250th anniversary of the Declaration of Independence, will be a unique experience for all
participants.

アメリカの入札書から
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